
質
問
一

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

基
本
方
針
に
過
剰
反
応
を
防
ぐ
対
策
が

新
た
に
盛
り
込
ま
れ
、
地
方
公
共
団
体

に
お
い
て
も
個
人
情
報
保
護
法
の
趣
旨

に
の
っ
と
り
条
例
の
適
切
な
解
釈
、
運

用
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ア

個
人
情
報
保
護
法
で
の
学
校
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
扱
い
に
つ
い
て
。

イ

市
の
個
人
情
報
保
護
条
例
で
の
扱

い
に
つ
い
て
。

ウ

現
場
で
の
具
体
的
問
題
に
つ
い
て
。

エ

学
校
や
教
育
委
員
会
で
の
対
応
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
。

答
弁
一

ア
（
教
育
委
員
長
）

小
中

学
校
で
は
市
の
個
人
情
報
保
護
条
例
に

基
づ
き
対
応
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お
い
て
も

個
人
情
報
の
適
切
な
発
信
、
管
理
及
び

運
営
を
行
っ
て
い
る
。

イ

個
人
の
権
利
利
益
を
尊
重
す
る
と

と
も
に
、
個
人
情
報
の
保
護
に
必
要
な

措
置
を
講
じ
て
い
る
。

ウ

学
校
行
事
の
写
真
を
学
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
き
な
ど
は
、

保
護
者
の
事
前
承
諾
を
得
て
い
る
。

エ

文
書
等
保
管
の
在
り
方
や
校
外
へ

の
持
ち
出
し
禁
止
等
の
通
知
が
指
針
と

な
っ
て
い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

鶴
ヶ
島
市
独
自
の
財
政
規
律
、
規

範
づ
く
り
に
つ
い
て

二

市
民
、
議
会
と
の
財
政
状
況
の
共

有
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て

質
問
一

ご
み
集
積
所
に
関
す
る
要
綱

の
周
知
は
。

二

市
内
の
世
帯
数
と
自
治
会
加
入
者

数
、
加
入
率
は
。

三

自
治
会
設
置
の
ご
み
集
積
所
数
と

そ
の
利
用
世
帯
数
は
。

四

自
治
会
未
加
入
者
の
ご
み
集
積
所

使
用
は
、
不
法
投
棄
か
。

五

市
内
の
集
合
住
宅
数
は
。

六

集
積
所
設
置
の
集
合
住
宅
は
。

七

未
設
置
の
集
合
住
宅
へ
の
指
導
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

要
綱
制
定
時
に
、

自
治
会
、
地
域
環
境
美
化
推
進
員
に
配

付
、説
明
し
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

二

平
成
２０
年
４
月
１
日
現
在
２
万
７

６
２
７
世
帯
。
自
治
会
加
入
世
帯
１
万

８
９
４
４
世
帯
で
６８
・
５７
㌫
の
加
入
率

で
あ
る
。

三

２０
年
８
月
現
在
７
３
０
か
所
で
２

万
２
０
０
０
世
帯
と
推
計
す
る
。

四

一
概
に
不
法
投
棄
と
は
考
え
て
い

な
い
が
、
自
治
会
加
入
の
勧
誘
に
努
め

る
。

五

１
１
３
０
棟
。
戸
数
は
把
握
し
て

い
な
い
。

六

脚
折
町
一
丁
目
か
ら
六
丁
目
で
は
、

１９
年
４
月
１
日
現
在
１
７
９
棟
中
７３
棟

に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

七

６
戸
以
上
の
集
合
住
宅
は
、
機
会

を
と
ら
え
設
置
を
要
請
し
て
い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

学
校
農
園
の
設
置

と
準
備
状
況
に
つ
い
て

山中 基充 議員

個人情報の「過剰反応対策」を

個人情報の適切な管理に努める

ご
み
集
積
所
と
自
治
会
に
つ
い
て

自
治
会
加
入
で
適
正
な
管
理
を

滑
川

光
彌

議
員

つるがしま市議会だより第１４３号〔１１〕


